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モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２５）



大正大学モンゴル佛典研究会



序文（年度）



 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉～葉のローマ字転

写、翻訳、注釈を提示する。

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。

 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智志

（上越教育大学教授）、ウルジージャルガル（新潟産業大学）、エルデニバートル

（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授）、片桐尚（内モ

ンゴル大学客員教授）、窪田新一（大正大学教授）、新藤篤史（大正大学講師）、高

橋宏之（埼玉県富士見市立水子貝塚資料館）、バイカル（桜美林大学准教授）、藤本

良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究会研究員）、満永葉子（本研究会研究

員）、宮本正彦（本研究会研究員）、梅花（内モンゴル大学教授）、山口勝弘（本研

究会研究員）。



   一 凡例

・原文の「葉」および「行」の表示方法について

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、葉７行はと

表示する。

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを

基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す

るなど若干の変更を加えてある。

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的

に修正した。
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・略記：チベット語テキスト
橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和 15年 

フート本： （著）（編） 

  

        

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年 12月 

 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和 15年 

フート訳：（著）（訳） 





テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳） 

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年 12月 
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1 左にと書き込みがある。
2 橋本本はngag dbang chos kyi  rgya mtsho（ガクワン・チョイジ・ジャムソー）とある。 
3  
4  
5 左にと書き込みがある。 
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 聖トガン・アグワン・チョイジ・ジャムソは下アムドのツォンカの

 地とあまり遠くないチャル・ツィン・チンといわれるある町において、辛申

 の年（年）にお生まれになった。ある時、大座者ロドイ・ジャムソが北

京城に

 赴いた時に、その（アグワン・チョイジ・ジャムソの）母がお会いし、礼拝

した時、大座者は

 叩頭をなして、「身寿の幢を堅固にせよ」と

 御言葉をなしたので、人々は皆この子供は他の子供と同じではない１人

 であろうと話し合った。３、４歳の時、前世を

 回想して、前世の故事のいくつかをお言葉となしたものを、前世の

 弟子たちがきいて、聖ロプサン・ラブタンの転生者であると決め、大ゴンル

ン

 寺にお迎えして、座位におつき頂いた。一切智者ジャンジャ・アグワン・

 ロプサン・チョイデンのお傍で、具足戒を受け、名前をアグワン・

 チョイジ・ジャムソと名づけ、慈しみ育てられた。ゴンルンの教学院に































（6）  

 

6 
 

 

 

 

 

 



 



 



 



 



 



 



 



 








 

1 橋本本には phar phyin とある。 
2 a、梵語の第１字母 
3  
4  
5  
6  
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 入り、因明（論理）学に習熟した。法会で般若波羅密多経を

 読む時、虚空より般若波羅密多経の経文を唱えて、

 （それを）一度きいて、空性の「見」を会得した。その後

 般若波羅密多経を、日々唱えていると、ある時、

 金色の阿の字が虚空を満たしたのをご覧になったので

 心相続に以前には全く発生したことのない「見」の理解が得られ、砂糖の味

を

 初めて味わったようになったというお言葉を述べられた。ある時、ゴンルン

の

 山に廻り行くこととなり、コルローガンというその山の麓に到着した

 時に、橙色の光の家の中に、尊者文殊菩薩が１人坐しておられるのをはっき

りと

 認められた。また、ある朝目覚めた時、寝所の

 ひさしで、１羽の雀が無常の言葉を多く囀るのを聞いたことが


























 

1 般若経の根本哲理の一つ 
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43 
 

 モンゴルのの旗、ハルハの旗等と、

 さらにまた漢地、チベットの学問と智慧が、優れた新人の僧侶人を集め、

 性相学部にそのうちの人の弟子、秘密学部にそのうちの人の弟子、

 医薬と声明・比喩の学部それぞれにそのうちの人ずつを共に住まわせた。

（また、）法会を招集する

 規定、法を説き聴聞を行うことの規定、日常事を取り決めた規定等を

 真の教法の律と適合させねばならないと聖旨が下された。大皇帝（乾隆帝）

は 

 再三（雍和宮に）臨御されて詳らかにご覧になり、僧侶たちに俸給を月ごと

に国庫より

 与えたのである。学部それぞれにラマと師に相応しいゲブシたちをチベット

より

 招請せねばならないと聖旨が下されたのに従って、性相学部のラマにデプ

ン・

 ハドンのビンバ・アグワン・チョイバル、秘密学部のラマにセギュ・ラマ・

 クンチョク・テンタル、科学処の学部のラマにモクチョクパのシャブルン、 






















 

1 佛教の五明処に通じた僧階 
2 橋本訳p.300に五方明と説明あり。 



（8）  

 

8 
 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 








 

1  
2  
3 橋本本には  とある。 
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 もととなって、現世において、貪欲に戻る悲哀を常に覚えた。

 持金剛アグワン・ロプサン・チョイデンの化身から、吉祥大可畏金剛

 十三佛の灌頂（の経文）を聴いて、生起次第の

 観相を不断に行った。その後ウー・ツァンに赴き

 具足吉祥大デプン寺において、タシ・ゴーマンの教学院に入り、

 一切智者ジャムヤン・シャドバ・ドルジを根本の冠として敬い、

 深く広く正法の法要において慶賀した。一切智者

 ジャムヤン・シャドバと多くの生に縁があるために、この主においてもまた

 心が一つになっていることよりはじめて、彼の尊者が修めた奥義すべてを

 満たした壺を注ぐようにして、この尊者に授けたのである。

 その後、ツァンに赴いて、一切智者パンチェン・ロブサン・イシ・バル





































（10）  

 

10 
 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 






 

1  
2 橋本本には chos bzangとある。 
3 Skt.  
4  
5 橋本本には thugs damとある。 
6 橋本本にはnyams rtogsとある。 
7  
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 ツァンボ化身から具足、比丘の戒を受けた。その時、パンチェン・

 エルデニは、教法のために大いなる事業をなすべきだとの要望を託したので

ある。 

 その後、ゴンルンに到着して、ジャスライ・リンポチェの命により、ゴンル

ンの

 大師の座について、説法をし、また聴聞した事により、ゴンルンの

 ラマたちに、「この聖者の時のように、説法聴聞が行われたことはない」と

 皆が話し合ったのである。その後、チョイザン石窟（寺院）を建立し、そこ

で、 

 命を知恵に奉げた７人の修業者たちと共に、三昧の歓

 喜の中、時を過ごした。この聖者（トガン・ホトクト）は完全

 なる吉祥可畏金剛と、三十五佛など尊者

 十六阿羅漢の顔を見て、願望の証語が夏の

 湖のように広がった。その後、エンヘ・アムガラン・ハーン（聖祖康煕帝）

の命により、北京
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 城に招かれたので、大ハーンに拝謁した時に、（ハーンは）大いに喜び、

 大尊者の法例にもとづいて、供物と褒美などをお授けになった。

 ある時、第６世勝主の転生者が裏塘で

 お生まれになったのをチベットにお招きし、その座位につかせるため、この

 聖者（トガン・ホトクト）を始めとして、漢・モンゴルの大諸侯たちが赴く

必要があると命を下した

 のに従って、勝主宝（パンチェン・ラマ）とともにウーに赴き、一切智者

 ダライ・ラマを座位につかせた。聖パンチェン・エルデニに対し、皇帝の下

した命令の

 文書などを捧げた。勝者父子（パンチェン・ラマ、ダライ・ラマ）など大聖

者

 たちに施物を、セラ、デプン、ガンダンの３寺院の僧迦たちと、

 ラサの大法会にお茶と食物と供物などを大いに

 捧げた。デプン寺の帝釈廟に有福なる千人以上の弟子たちに、




























 

1 現在の四川省甘孜蔵族自治州理塘 
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 モンゴルのの旗、ハルハの旗等と、

 さらにまた漢地、チベットの学問と智慧が、優れた新人の僧侶人を集め、

 性相学部にそのうちの人の弟子、秘密学部にそのうちの人の弟子、

 医薬と声明・比喩の学部それぞれにそのうちの人ずつを共に住まわせた。

（また、）法会を招集する

 規定、法を説き聴聞を行うことの規定、日常事を取り決めた規定等を

 真の教法の律と適合させねばならないと聖旨が下された。大皇帝（乾隆帝）

は 

 再三（雍和宮に）臨御されて詳らかにご覧になり、僧侶たちに俸給を月ごと

に国庫より

 与えたのである。学部それぞれにラマと師に相応しいゲブシたちをチベット

より

 招請せねばならないと聖旨が下されたのに従って、性相学部のラマにデプ

ン・

 ハドンのビンバ・アグワン・チョイバル、秘密学部のラマにセギュ・ラマ・

 クンチョク・テンタル、科学処の学部のラマにモクチョクパのシャブルン、 






















 

1 佛教の五明処に通じた僧階 
2 橋本訳p.300に五方明と説明あり。 
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 吉祥大可畏金剛十三佛の灌頂を授けた。

 尊者アグワン・チョイデンなど多くの大ラマたちも法を聴いた。その後、 

 漢地に戻り、聖エンヘ・アムガラン・ハーン（康煕帝）が逝去されたので、

雍正

 帝がその帝位についた。（帝に）謁見なされたので、大皇帝は大いに

 喜び、チベットの規範などについて勅問を詳細に

 行われ、『ラマ・僧侶たちに２つの教学をよく教えた人』

 という印掌ラマとして遇した。ある時、青海の（ロブサン・）ダン

 ジン親王を皇帝が大いに寵愛したにもかかわらず、彼（親王）は福徳に堪え

 られず謀反の考えで、ジンチンという１つの小さな漢城をモンゴルの

 軍隊が破壊するなど騒乱が起きた。その時、ジンボ

 寺のモンゴル人の弟子セツェン・ラブジャンバというものが、自分の配下の

多くの弟子たちを





























 
1 ジャンジャ・ホトクト２世か。 
2 ここでは宰相の意か。 
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 従えて、モンゴル軍に赴いたなど、悪い状態となった。その時、（彼らは）

信仰し

 始めたが、セルボグ寺と、その機会にゴンルンなどアムドの

 大小多くの寺院を、岳将軍と年公など漢地の軍隊が

 破壊し、寺院、家々を焼き払い、僧侶の様子をした者

 たちさえ無からしめた。その時、大皇帝の御言葉に「私の金剛師

 ジャンジャ・グーシ（章嘉国師）の転生を傷つけることなく、必ずここに連

れて

 くるように」と勅令を下されたことに従ってお招きして、北京に連れていっ

た時に、２人の将軍は

 まさにこの聖者とお会いになり、お喜びになった。その後、この聖者（トガ

ン・ホトクト）が

 賢明にも大皇帝に下部アムドの諸寺院を新しく

 建立することを上奏し、何年も、何度も何度も（繰り返し）上奏したことに

対し、

 上帝の国庫より、２寺院を、法会のお堂、僧房とともに

 新しく建立された。これらすべてがこの聖者のお蔭であると





















 
1 ウルジー訳p187注334に年羹尭とある。 
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 知り、（それを）残すように、北京に滞在する間に、ジャンジャ（章嘉）・

リンポチェに可畏金剛の

 灌頂など、灌頂、指南、教訓、允許など深く詳細なる教法を

 満杯の瓶を満たすように（トガン・ホトクトが）お与えになった。ある時、

（雍正）皇帝の命により、

 この賢者に浄修禅師、即ち清浄有学禅師と褒め讃える

 称号及び印と勅書を与えたのは、かくの如くであった。皇帝（雍正帝）の勅

命は、

 北京のラマ・僧侶たちに２つの教学をよく教えた人ジャサク・ダー・

 ラマ・トガン・ホトクトに申すことには、「教宝は、まず最初のインドの妙

舟静修禅師としている

 国と、それから、漢地及びチベットの地に広がり、有情全ての

 苦悩を拭い去り、喜び全てが生まれ出づる、唯一の礎そのものである。その

ため、

 いかなるものも教宝を三蔵の説法聴聞及び

 三学の験持の入口を保ちつつ、増長する行為に

 恭敬し、また、讃美することは、大皇帝たちの法るべき法である。
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 トガン・ホトクトは、また、本性は善であり、極めて善浄なる意志と教

 法の知恵に力をもつ、聖なる自性であり、特に我々の使用人と

 なって多年に亘った。しかし、嫌がらず、お疲れになることなく、終わるこ

とのない、信仰と

 信心などが増長したので、称号を与える時になった。故に、

 お前に浄（静）修禅師の称号を与えた。お前も我々の恩恵に従い、また

 欲することに従い、教法の行いを嫌がり疲れることなく行ってほしい。

 三種の姓1から小乗を信仰する者たちをも、妙手 

 によって指導し、大乗においてなすこと。また、普通の人々をも聖者たちに

従って

 学ぶことに導かれ賢者となり、我々の先祖たちの念願と、

 私の想った通り、教宝を上から普遍に増上させる妙手

 によって、三門にて努力をなしたまえ」と宣った。大清の王統において

 ラマ・僧侶たちの中に禅師の公印を授けた



























 
1 三種（声聞種姓、独覚種姓、大乗種姓） 
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 最初のことであるという。一切智者ジャムヤン・シャドバ・ドルジは

 自身の先祖のラマでもあり、知恵と成就の２つを重ねた、教法の

 偉大なる主でもあるので、利他の業の援助となるだろうと

 考えて、大皇帝（康煕帝）に申し上げて、『教法を堅持し、増上するノモン 

 ハーン』という称号と印章などによって恭敬をなし、援助なされた。

 北京にいる間に、大モンゴルの地よりフフホトのシレート・ホトクト、

ニーチ・トイン・ホトクト、ザヤ・パンディタの転生者、シバ・ホビルガン、

ドインコル

 パンディタ等教法の帰依を司る大ラマたちと多くの学者の

 足元において拝跪し、教法を聴聞した。ハラチンのイダムジャブ王が主な施

主となったのを

 始め（例）として、ハラチン五旗のジャサグ諸侯等旗と

 チャハル八旗、ハルハ旗等の王、ベイレ、ベイセ、公

 等の大小の諸侯と人々が、共にこの聖者より、教法を聴聞し、施
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 主となった。このようにして、モンゴルの地に教法を弘通させて、

 歳（年）の時、ゴンルン（寺）の背後の山の禅定（三昧）

 地において、知恵の法身を現出させた。かくの如く、かの聖 

 康煕帝は、大座者アグワン・ロドイ・ジャムソ

 をはじめとする賢明さと神通力の２つを備えた多くの最勝者を招き、

 教法の業を多いになして、天下の人々、有情一般、

 特にモンゴルの人々すべてに常に恩恵を与えることから、

 勝者の経・ガンジョールすべてをモンゴル語に翻訳したものなどを

 多くの学者によって精査校正し、よく書かせ、原版を完全なものに、

 信仰と福徳とを成就したことなどによって、法施の百の

 門を開き、満足させることなど、まさにこの勝れた教宝を

 不滅幢となしたのである。
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その後、賢文殊菩薩、即ち、

 人の主の舞によって、喜び来りし聖なる世宗雍正帝は、父の 

 供養処トガン・リンポチェとまた濁世の一切衆生、この上ない

 帰依処ジャンジャ一切智者の聖転生宝ラリタバザル（喜金剛）

 と教法の偉大なる主、大座者転生ロブサン・ダンビ・ニマ

 など、多くのラマたちを招き、ラマ・施主となって

 三宝を頭頂に祀り、黄帽の冠を持つ者の教義

 を益々増大させ、教法の業をなした

 ことは、以前のようであり、特にこの主は中観の深く詳しく

 中観の見方を注意して身につけた１人となった。世間の人々すべてを

 大慈悲によって、教法と政治を並行して堅持する善き法律によって、落ち着

かせ






























 

1 モンゴル語原文には中観（）があるが、重なっている。 
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 保護した。ダンジョールすべてを新しい版のもとに完成するなど、常に賢者

たちより

 讃辞される行いによって、善福によって世間の全てを覆った。

 その息子、大皇帝乾隆帝は、天を守る先達、文殊菩薩（の化身）で、これは

 祖先の善法をさらに増大させ、臣民すべてを

 大いに慈悲の心によって、落ち着かせ、保護する常法を心に

 明記させることによって、勝教一般と特に黄帽派の

 教法の保護と、普通の人々と特にモンゴル人全てに最高の

 利益をなそうと考えて、勅命により、今、モンゴルの地に、佛陀の教

 宝大いに弘通し、先の聖祖康煕帝の勅命により、

 ガンジョールを完全にモンゴル文字に翻訳させたものを、版本に成就させ

 ようとした。しかし、ダンジョールを完全にモンゴル文字に翻訳し終わらな

い
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 ため、一切智者ジャンジャ・ラリタ・バザルと大座者最勝化身宝

 尊者ロブサン・ダンビ・ニマ２人に「あなた方２人は使命を

 受けて、（佛陀の）お言葉の翻訳・ダンジョール全てをモンゴル語に翻訳
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 大皇帝（乾隆帝）に奏上した所、大いにお喜びになり、そのようにせよとお

命じになった。
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 状況と同じでなく、規則をつくってジャンジャ・リンポチェと大座者

 化身宝２人が翻訳者の中心となってその他大切な教義を
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 研究した善友たち、及び２言語を話す人、多くの賢明な翻訳官たち

 とともに、辛酉の年（年）の月の鬼星、即ち、木曜（星）、成就の

 因縁の日に始めた。その後、癸戌の年（年）月日に

 完全に翻訳し、大皇帝（乾隆帝）に奏上し、お見せしたところ、お喜びの

 ほめ言葉を大いにお示しになり、翻訳者たちに恩賜の品

 など、量り知れない賞と禄を賜った。

 大モンゴルの地すべてに配布することによって、教宝が零落しない

 聖縁ある状態になった。甲子の年（年）、大ジャンジャ・リンポチェよ

りチベット（即ち）

 有雪の城に教宝がどのように弘通したかの因縁、持教者

 最勝者が如何に出現したかの因縁、説明成就の部が全く同様に決定していっ

た

 因縁などを綿密にお尋ねになったところ、その聖者はそれぞれの伝記を耳も

とで
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 お聞かせ申し上げた。（乾隆）皇帝は教主佛陀のお言葉より、「如来の正 

 法を護持する者、梵天、帝釈天、そして世間守護者と転輪王と

 人のハーンとなるだろう。安寧と心の平和によって、菩提において、佛

 になるだろう」と説いた。正法を保持した利益のお蔭で心が勝利し、

 勅命を下して「佛陀の教法が大いに弘通し、長く存在するのは説明成就の

 部に属し、また、経・真言・語彙のいたる所において

 それぞれ聴聞思惟を実践し、大学問寺となすなら教法の存続に

 利益となろう。此の方面において以前、文殊主サキャ・パンディタとパクパ

 宝などは説明聴聞の部（学校）を建立したが、今日、

 名ばかりのものになった」と御言葉を述べられた。また、この章嘉聖者と

 大座者の化身宝は２人で、皇帝の北京の宮殿は此の所においても、とても
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 大きいけれども、先祖の皇帝たちの時代に教法は非常に大いに

 弘通したが、内外の科学を集めての、説明聴聞の

 規則は充分に弘通していなかった。現在、釈迦牟尼の教法は一般的となり、

特に

 黄帽派の教法が弘通し、先祖の皇帝たちの

 心の喜びを満足させ、衆生の幸福を増上することを目指して、

 父の皇帝が王でいらっしゃった時、住んでいたこの宮殿に、佛殿、講堂 

 僧房などの壮大なる寺院を新しく創り、五明

 所に説明聴聞を行う新しい学堂を建立し、賜るという驚くべき

 未曾有の勅命を下した。２人の尊者は甚だ喜び、「とるに足らぬ私たちは

 出来る限りのことをなす下僕となってつくします」と言ったところ、大皇帝

は大いに喜んで、

 その後まもなく大皇帝の財庫より、尽きることのない供物と布施の

 門を開き、新しい寺院建立の事業を始め、外周は、
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 非常に広大な、塀で囲まれた院内に、大法会のお堂と、その

 西側には佛殿、東側にはマハーカーラ（大黒天）堂など、多くのお堂と

 性相・秘密・声明と比喩、医薬の四学部のお堂と 

 食物が用意される建物、ラマたちの宿坊、それぞれのラマの弟子たちの大小

多くの

 建物と共に、房屋が多数広大にあり、各堂には身・口・

 意の不可思議と、寺院のラマ・弟子たちの房屋ごとに 

 掃除する（ための）箒まで、どれでも必要な物を国庫より（の支出で）

 作ったのである。（乾隆帝は）寺院の名を具足歓喜加持決定寺（トグス・ハ

ヤスゴラント・アディスティド・トクトスン寺）

 と賜って、２人の尊者をはじめとする多くの僧侶たちによって、盛大な落慶

式を

 三昼夜に亘って（行うよう）仰せになり、智慧の大いなる加持を行ったので

ある。皇帝より

 落慶式の聘礼、報償、布施を大いに賜与した。またその年の内に


























 

1 雍和宮（ガンデン・チンチャクリン） 

 

 

41 
 

 非常に広大な、塀で囲まれた院内に、大法会のお堂と、その

 西側には佛殿、東側にはマハーカーラ（大黒天）堂など、多くのお堂と

 性相・秘密・声明と比喩、医薬の四学部のお堂と 

 食物が用意される建物、ラマたちの宿坊、それぞれのラマの弟子たちの大小

多くの

 建物と共に、房屋が多数広大にあり、各堂には身・口・

 意の不可思議と、寺院のラマ・弟子たちの房屋ごとに 

 掃除する（ための）箒まで、どれでも必要な物を国庫より（の支出で）

 作ったのである。（乾隆帝は）寺院の名を具足歓喜加持決定寺（トグス・ハ

ヤスゴラント・アディスティド・トクトスン寺）

 と賜って、２人の尊者をはじめとする多くの僧侶たちによって、盛大な落慶

式を

 三昼夜に亘って（行うよう）仰せになり、智慧の大いなる加持を行ったので

ある。皇帝より

 落慶式の聘礼、報償、布施を大いに賜与した。またその年の内に


























 

1 雍和宮（ガンデン・チンチャクリン） 



（42）  

 

42 
 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 








 

1  
2 橋本本にはとある。 
3 橋本本には とある。 
4 橋本本には とある。 
5 橋本本には とある。 
6 橋本本には とある。 

 

 

42 
 

 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 








 

1  
2 橋本本にはとある。 
3 橋本本には とある。 
4 橋本本には とある。 
5 橋本本には とある。 
6 橋本本には とある。 



モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（25） （43）
 

 

43 
 

 モンゴルのの旗、ハルハの旗等と、

 さらにまた漢地、チベットの学問と智慧が、優れた新人の僧侶人を集め、

 性相学部にそのうちの人の弟子、秘密学部にそのうちの人の弟子、

 医薬と声明・比喩の学部それぞれにそのうちの人ずつを共に住まわせた。

（また、）法会を招集する

 規定、法を説き聴聞を行うことの規定、日常事を取り決めた規定等を

 真の教法の律と適合させねばならないと聖旨が下された。大皇帝（乾隆帝）

は 

 再三（雍和宮に）臨御されて詳らかにご覧になり、僧侶たちに俸給を月ごと

に国庫より

 与えたのである。学部それぞれにラマと師に相応しいゲブシたちをチベット

より

 招請せねばならないと聖旨が下されたのに従って、性相学部のラマにデプ

ン・

 ハドンのビンバ・アグワン・チョイバル、秘密学部のラマにセギュ・ラマ・

 クンチョク・テンタル、科学処の学部のラマにモクチョクパのシャブルン、 






















 

1 佛教の五明処に通じた僧階 
2 橋本訳p.300に五方明と説明あり。 
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 治療科学（医学）部のラマにプンツォク・ジャムリン、明慧などの師を

 三大寺と秘密上下院などより、人のゲブシたちを

 呼び寄せた時、チベットよりきたゲブシたちを招き、経典弁論を行った。






